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各時期の歯肉寺町哉について， GAG は Hata と Nagai の方法に従いセルロースアセテート膜電気泳動
法および酵素消化法で定性・定量を行った。コラーゲンは Stern の方法に準拠して不溶性ならびに可
溶性コラーゲンを分画し， Blumenkrantz の方法に従って各画分に含まれるヒドロオキシプロリン量
を測定した。さらに ， ß- グルクロニダーゼ (ß-G と略す)の活性を Fishman の方法で， UDP- グルコ





健常な歯肉組織には主としてヒアルロン酸(HA と略す) ，デルマタン硫酸 (DS と略す)が含まれて
おり，ヘパラン硫酸(HS と略す)とコンドロイチン硫酸 (CS と略す)は微量であった。 HA と DS は結
繋初期の急性炎症期に減少し，以後は回復し，結染後期の慢性炎症期においても健常側とほぼ同じ値






GAG分解系酵素であるβ-G の活性， GAG 合成系酵素である UDPG-DH の活性，そして[恒]ーグル
ゴサミンの取り込み量を指標として追求した各GAG画分の合成能は結繋10 日目に最も増大した。これ
は，この時期の歯肉組織は活発な GAG の分解と合成が同居する複雑な炎症過程であることを示すもの
















各病期における GAG合成酵素のひとつである UDP- グルコース・デヒドロゲナーゼならびに GAG分
解酵素のひとつであるβーグルクロニダーゼなどの酵素活性の変動，肥満細胞わよびヘパリンなどの変
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動を幅広く追求し興味ある知見を呈示した。
このように本論文は不明な点の多い歯周炎に台ける結合組織代謝を解明する上で，大変示唆に豊む
情報を提供したものであり，歯学博士の学位論文として充分値するものと認める。
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